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有
料
広
告
欄

内科・外科・眼科 (旧 浜野病院)

午前9：00～
午後2:00～
　月火土5時迄
　水木金6時迄
金曜午後外科休診

浜野西病院では看護師さんを募集中です
お問い合わせは52-3262まで

ホームページは　http://hamano-hp.or.jp

2月11日㈪～3月10日㈰
月 火 水 木 金 土 日

○市長談話室
　問広報広聴課
　☎53-8423

○「新七尾市の未来」
七尾市長講演会

　問七尾青年会議所
　☎53-2822

○能登和倉万葉の里
マラソン応援グッ
ズの展示

　（2月28日まで）
 問観光交流課
 ☎53-8436

○七尾湾能登かき祭
2013

　（2月17日まで）
 問能登鹿北商工会 
☎66-0001

○自主上映映画
　「ツナグ」
　（2月17日まで）
 問サンビーム日和
ケ丘

 ☎68-2277

○わくわくワーク
ショップ「冬の定
期ワークショップ
ほっこりガラス」

（2月の毎週日曜日）
　問能登島ガラス美術館 

☎84-1175

○中島元気事業「ス
カットボール大
会」

　問中島市民センター
☎66-1111

○上下水道事業審議
会の委員募集申込
締切日

 問料金業務課
 ☎53-8431

○自衛隊入隊予定者
  激励会
  問市民課
　☎ 53-8417

○市長談話室
　問広報広聴課
　☎53-8423

○ランのひな祭り展
　（３月３日まで） 
問のと蘭ノ国

 ☎54-0300

○茶道具いろいろ・
緑色のアート

　（４月７日まで） 
問七尾美術館 
☎53-1500

○770のひな人形展
（3月10日まで）
　問第２回770のひ

な人形展開催委員
会　☎54-0770

○七尾市子ども会連
合会　将棋・オセ
ロ大会

　問七尾市子ども会
連合会

 ☎090-2373-2821

○ななお地域福祉
フォーラム2013

　問福祉課
 ☎53-8463

○能登島ガラス美術
館ボランティア申
込締切日 

　問能登島ガラス美術館
 ☎84-1175

○能登かきを使った
「ななおメニュー」
提供締切日

 問能登鹿北商工会 
☎66-0001

○劇団東京乾電池
　「寿歌（ほぎうた）」
　（3月3日まで）
 問能登演劇堂 
☎66-2323

○劇団風の子東北
チャリティー公演
ぶたぶたとんだ！

　問七尾子ども劇場 
☎52-0821

○女性団体協議会設
立65周年「設立記
念講演」

 問七尾市地域女性
団体協議会 
☎090-6277-1700

○能登ふるさと博フ
リーきっぷ利用締
切日

　問七尾駅
 ☎52-0236

○トップランナーか
ら学ぼうマラソン
教室

 問観光交流課
 ☎53-8436

○能登和倉万葉の里
マラソン2013 
問観光交流課

 ☎53-8436



　

約
４
０
０
年
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
閑
静

な
寺
院
群
「
山
の
寺
（
や
ま
ん
て
ら
）」。
前

田
利
家
が
能
登
の
領
主
に
な
っ
た
と
き
か
ら

山
の
寺
寺
院
群
の
歴
史
は
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
の
秋
、山
の
寺
寺
院
群
を
会
場
に
「
第

19
回
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
寺
町
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演

会
な
ど
が
あ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
訪
れ
ま
す
。
山
の
寺
寺
院
群
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
山
の
寺
」
と
は
、
小
丸
山
公
園
の
下
を

流
れ
る
桜
川
対
岸
の
小
島
町
の
台
地
に
日
蓮

宗
、
曹
洞
宗
、
浄
土
宗
、
法
華
宗
、
真
言
宗

の
16
カ
寺
が
群
居
す
る
地
域
を
い
い
ま
す
。

　
「
山
の
寺
寺
院
群
」
は
天
正
年
間
（
約

４
０
０
年
前
）
で
前
田
利
家
が
能
登
の
領
主

と
な
り
、
小
丸
山
の
居
城
を
築
い
た
折
に
、

七
尾
城
下
に
あ
っ
た
真
宗
寺
院
以
外
の
寺
院

29
カ
寺
を
配
置
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
場
所
に
配
置
さ
れ
た
理
由
は
、
小
丸

山
城
外
堀
の
対
岸
に
、
奥
能
登
方
面
か
ら
の

防
衛
陣
地
と
し
て
、
転
用
す
る
目
的
で
配
置

さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

七
尾
湾
を
通
行
す
る
船
の
監
視
場
所
と
し
て

も
最
高
な
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
配
置
さ

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
前

田
氏
先
祖
の
菩
提
寺
長
齢
寺
を
は
じ
め
、
畠

山
氏
以
来
の
寺
院
を
集
め
た
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
画
聖
長
谷
川
等
伯
の
出
生
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
知
名
度
が
高
ま
り
、
長
谷
川
等

伯
に
関
連
す
る
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

七
尾
市
観
光
協
会　

☎
53
―
８
４
２
４
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山
の
寺
寺
院
群

     

～
悠
久
の
歴
史
と
安
土
桃
山
時
代
の
文
化
を
感
じ
る
～

第 13 回

　第13回目の今回は、「山の寺寺院群」を紹介します。

■山の寺寺院群一覧
宗　派 寺　名 お　寺　の　特　徴

日蓮宗 成
じょう

蓮
れん

寺
じ

｢日
にち

像
ぞう

上
しょう

人
にん

｣ と廻
かい

船
せん

番
ばん

匠
じょう

屋
や

ゆかりの寺。長谷川等
とう

誉
よ

の ｢白
はく

描
びょう

涅
ね

槃
はん

図
ず

｣ が寺宝。

日蓮宗 本
ほん

延
ねん

寺
じ 長谷川等伯の生家（奥村家）の菩提寺。等伯が彩色した「木

もく

造
ぞう

日
にち

蓮
れん

座
ざ

像
ぞう

」・等誉

の「涅
ね

槃
はん

図
ず

」がある。

日蓮宗 實
じっ

相
そう

寺
じ 加

か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

公を祀り、能登の三大清
せい

正
しょう

公の一つ。700年の椎
しい

の木の宿り神は ｢妙
みょう

蓮
れん

大
だい

善
ぜん

神
しん

｣ や「天狗」とも言われている。

日蓮宗 長
ちょう

壽
じゅ

寺
じ 等伯菩提寺、等伯祖父・長谷川無

む

分
ぶん

の涅
ね

槃
はん

図
ず

で注目。八百屋お七供養塔・宮
みや

崎
ざき

寒
かん

雉
ち

作の梵
ぼん

鐘
しょう

・金箔元祖山崎屋墓碑がある。

日蓮宗 妙
みょう

圀
こく

寺
じ

開
かい

運
うん

高
こう

祖
そ

日
にち

蓮
れん

大
だい

菩
ぼ

薩
さつ

(日
にち

朗
ろう

作)の寺。室町期の名
な

入
いり

涅
ね

槃
はん

図
ず

は重文級である。

日蓮宗 長
ちょう

興
こう

寺
じ 七

しち

面
めん

大
だい

明
みょう

神
じん

を祀る山の寺唯一の寺。総ケヤキの山門に納められた竜の彫刻欄間

は見事である。

曹洞宗 龍
りゅう

門
もん

寺
じ 等伯 ｢達

だる

磨
ま

図
ず

｣・重
じゅう

文
ぶん

級
きゅう

｢正
しょう

法
ぼう

眼
げん

蔵
ぞう

｣・長家
か

臣
しん

伊
い

予
よ

水
すい

軍
ぐん

河
こう

野
の

家
け

墓碑がある。ラカ

ン槙
まき

が有名。

曹洞宗 徳
とく

翁
おう

寺
じ 長

ちょう

直
なお

連
つら

が開く。総持寺近
きん

門
もん

七
なな

箇
か

寺
じ

の一つ。庫
く

裡
り

は禅宗風で牡丹の寺で有名。山

の寺石
せき

仏
ぶつ

十
じゅう

七
なな

観
かん

音
のん

めぐり一番寺。俳人・大
おお

野
の

長
ちょう

久
きゅう

の ｢くぬぎずみ｣ 初版本を所蔵。

曹洞宗 長
ちょう

齢
れい

寺
じ

前田家の菩
ぼ

提
だい

所
じょ

。利家公が能登に建造した唯一の寺院。父母の墓所がある。

曹洞宗 恵
え

眼
げん

寺
じ 延命地蔵の寺、三代藩主利

とし

常
つね

公母堂｢寿
じゅ

福
ふく

院
いん

（ちよぼ）」の手紙がある。絵馬ミュー

ジアムとして有名。

浄土宗 西
さい

念
ねん

寺
じ

刺
し

繍
しゅう

阿
あ

弥
み

陀
だ

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

（国重文）。閻
えん

魔
ま

さまを祀り「鬼寺」とも呼ばれる。

浄土宗 常
じょう

通
つ う

寺
じ

航海の安全を守る金
こ

刀
と

毘
ひ

羅
ら

神
かみ

を祀ってある。

浄土宗 宝
ほう

幢
どう

寺
じ 泰

たい

澄
ちょう

大
だい

師
し

ゆかりの寺。心
しん

岩
がん

作の當
たい

麻
ま

曼
まん

荼
だ

羅
ら

と内
ない

陣
じん

天
てん

井
じょう

画
が

は見応えあり。浄土宗・

東京芝
しば

増
ぞう

上
じょう

寺
じ

の ｢観
かん

智
ち

国
こく

師
し

往
おう

来
らい

書
しょ

｣ を所蔵。｢歯
は

治
なお

し地蔵｣ でも有名。

法華宗 印
いん

勝
しょう

寺
じ

無住。京都本寺本
ほん

禅
ぜん

寺
じ

日
にち

導
どう

上
しょう

人
にん

、天
てん

文
もん

十七年七尾逗
とう

留
りゅう

時に建立。

法華宗 本
ほん

行
ぎょう

寺
じ 隠れキリシタン巡礼の本懐「ゼウスの塔」がある。境内には楓が植えられ、古

くから紅葉寺と呼ばれています。

真言宗 妙
みょう

観
かん

院
いん 鎌倉期弘

こう

法
ぼう

大
だい

師
し

作の木造聖
せい

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

を祀る。七不思議と千日参りで有名。昔、

山門前は海だった。小島町は山
さん

号
ごう

小
こ

嶋
じま

山
ざん

が語源。畠山城主と道
どう

閑
かん

の墓碑がある。


